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隅田川の はなぜ

長寿なのか？
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勝鬨橋昭和15年
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シェアーロック
カウンターウエイトトラニオン

活荷重沓
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永代橋大正15年
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高
い

橋梁形式を決めるに当たっての基本

周辺地盤が
低い箇所

下路式
低
い

周辺地盤が
高い箇所

上路式
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橋梁形式を決めるに当たっての基本

通船の多い
箇所は橋脚
間隔を広く

船の少ない
箇所は橋脚
間隔を狭く
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周辺地盤が低く、
通船の多い箇所

周辺地盤が高く、
通船の少ない箇所
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永代橋の構造はこうして決まった永代橋の構造はこうして決まった

通船が多いため橋脚間を広く

Ｌ＝100ｍ

周辺の雄大な景観に
マッチ→タイドアーチ橋 耐久性を高めるため、

アーチを鈑構造。

タイドアーチにするこ
とで水平力相殺

→橋脚コンパクト

支点条件を可動とすることで、
橋台をコンパクト

→用地取得少

→工期短縮

周辺地盤が低い
ため、下路式

Ｍ

将来地盤沈下しても
桁に応力が生じない

ゲルバー構造

アーチ側の桁を伸ばすことで、
地震時の落下の恐れ軽減

Ｍ

-70-



常 時地震時

-71-



前後
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清洲橋昭和３年
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自碇式
吊橋

一般の
吊橋

耐震性が
高い
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清州橋の構造はこうして決まった清州橋の構造はこうして決まった

周辺地盤が低い
ため、下路式

上に凸のタイドアーチ橋
（永代橋）にマッチした凹型

永代付近より通船は少ない
ため、橋脚間は狭められる

死荷重時はアップリフト無し
主径間：側径間＝2:1

地盤悪い→
自碇式にすることで
水平力相殺→
アンカレイジ不要

Ｍ Ｍ

支点条件を可動とすることで、
橋台をコンパクト

→用地取得少

→工期短縮
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昭
和
３
年

復
興
局

国内で唯一の
チェーン吊り橋

-77-



どうして、清洲橋では
時代遅れのチェーンを
使用したのだろうか？

世界では吊橋の吊材は、チェーンからケーブルへ
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清洲橋の架設手順
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清州橋の耐震対策清州橋の耐震対策

Ｍ Ｍ
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粘性ダンパー
1500kN×８
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新大橋昭和51年
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・
け
た
製
作
：
高
橋
鉄
工

（
鋼
材
製
作
：
米
国
カ
ー
ネ
ギ
ー
社
）

・
下
部
工
：
荒
井
組
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新大橋（明治村）
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両国橋昭和７年
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武蔵の国 下総の国

-90-



再利用

新設新設

再利用
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南高橋（旧両国橋）
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幕府の米蔵があった

蔵前橋昭和２年
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盛土 盛 土

蔵前橋では両岸の官有地を盛土してまでアーチ橋を架設

アーチ橋（上路式）は、地震でほとんど被害がなく、耐震
性の高さが実証されたため、可能な限りアーチ橋を採用

震災復興での積極採用
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基礎の鋼管矢板井筒補強
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バックルプレート床版

水抜き穴

舗装

鋼鈑：厚さ８ｍｍ
（裏側にも塗装）

防水層

床版コンクリート
（無筋軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ） 伊豆の軽石
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蔵前橋のバックルプレート交換
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厩橋昭和４年
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う
ま
や

明
治
２
６
年

・
け
た
製
作
：
石
川
島
造
船

（
鋼
材
は
英
国
よ
り
輸
入
）

・
下
部
工
：
清
水
組
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駒形橋昭和２年
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吾妻橋昭和６年
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旧橋基礎
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アーチアバット前出し

切断部材交換
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言問橋昭和３年
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大正13年８月

永代橋

清洲橋

駒形橋

蔵前橋

相生橋

言問橋が無い！
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大正13年10月

永代橋

清洲橋

駒形橋

蔵前橋

相生橋

言問橋

言問橋は最後に決定
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太田圓三

極めて平凡な

形式

永代橋
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太田圓三

極めて普通

な無難なもの

蔵前橋 駒形橋
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太田圓三

やや大胆な設計

を試みた

言問橋
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67.21ｍ
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太田圓三

鈑桁橋は支間長

18ｍを限度

言問橋は規格外の桁橋
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３径間連続桁

地盤沈下により戦後架け替え
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67.21ｍ

地盤が悪いため、将来の沈下を
懸念して、ゲルバー構造 採用
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昭
和
６
年

震災復興事業ではなく、都市計画事業で東京府が施行
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永代橋
0.965 
t/㎡

白鬚橋
0.518
t/㎡

・永代橋では落選案
・工事費は安い
・財政力

復興局＞東京市＞東京府
（白鬚橋は東京都市計画事業）
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沈下 沈下
昭和50年代に大規模補修
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杭増設

床版打換え
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平成20年代 ゲ
ルバー支承補強
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鋼床版化
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当板補強等
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地震に強い設計・構造の導入
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❶耐火構造

木橋 鉄筋コンクリート橋
鋼橋
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水 平

垂 直

0.33×橋の重さ×G

0.165×橋の重さ×G

❷世界で初めて、耐震設計（震度法）を採用
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水 平

垂 直

0.165×橋の重さ×G関東大震災復興

０戦後

0.2×橋の重さ×G戦後

０九州

0.18×橋の重さ×G九州

0.33×橋の重さ×G関東大震災復興

現在も
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段落とし
鉄筋を急激に減少させた部分

-133-



戦 後震災復興

鉄筋鉄骨

段落とし無し

鉄骨使用
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国内初のニューマチックケーソン基礎を永代橋に導入
❹基礎構造を重視

ニューマチックケーソン基礎

圧縮した空気（高気圧）
を、基礎の下に送ること
で止水し、基礎の下を掘
り、基礎を所定の位置ま
で沈下させる。
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「自動車は目下の状態では５、６tの全
重あるものが重い方であるけれど、道路
橋梁の発達と共に、著しく増大する傾向
があって、10ｔ以上15ｔ位を予想する
のが適当である。」

活荷重の設定

大正12年 関東大震災
人力車登録数最多

復興局橋梁課技師
成瀬勝武

成瀬勝武『万有科学体系橋梁』より
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高耐久性（コンクリート）

表面の花崗岩の
厚さ約50cm

流木などから防護

塩水から防護
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高耐久性（コンクリート）

コンクリートの
圧縮強度

約60N/㎟
現在基準の
2.5倍
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77

ポートフォリオによるリスク分担

３

１
２

１

３５

１
0.5

0.5

３

為
替

政
治
情
勢

財
務
内
容

災
害
天
候

貿
易
収
支

株価

国債

金相場

外貨
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現在の橋梁投資は？

補 修 架替え 新 設

-140-



東京の橋はなぜ長寿 なのか？

◆ 定期点検を長年行ってきたこと

◆ 点検結果に基づき、適切に補修を行ってきたこと

◆ 最初の設計が素晴らしいこと

◆ 財政が豊かなこと
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ご清聴ありがとうございました。
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